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Abstract Lecto- and paralectotypes of Thecla orientalis var. cognata Staudinger, 1892 are 
designated and illustrated, and lecto- and paralectotypes of Favonius latifasciatus Shirózu & 
Hayashi, 1959 and Favonius ussuriensis Murayama, 1960 are designated by expression. 
Cognata is not a junior synonym of Favonius taxila (Bremer, 1861) as in the current treatment, 
but should be a senior synonym of Favonius latifasciatus Shirózu & Hayashi, 1959 and Favonius 
ussuriensis Murayama, 1960. Informations about type series of some other related Favonius 
species are presented. 
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1993 年 10 月 , ド イツ ・ ベ ルリ ン の フン ボル ト 大 学 付属 自然 史 博 物 館 に 保管 され る タイ プ 標 本 を 詩 査 
し て いた と き , Thecla orientalis var? cognata Staudinger, 1892 の syntypes の 一 部 を 実 見 する 機会 
に 恵まれ た . これ ら は , 図示 し た よう な 7 頭 (3⑬ ア 4〒) の 標本 で あっ た が , ジョ ウザ ン ミ ドリ シ ジ 
So PURSES PUYY Ss, エン カイ オオ ミド リ シ ジ ミ (オナ ガミ ドリ シジミ , ホソ オビ ミド リ シ 
ジミ ) の 3 種 の 混合 物 で あっ た . 原 記 載 に 照ら し て lectotype を 選定 し た 結果 , cognata Staudinger 
は ヒロ オビ ミド リ シ ジ ミ に 対す る 最も 古い 適格 名 と な る の で , ここ に 報告 する . 


Favonius cognatus Staudinger, 1892, nom. rev. ヒロ オビ ミド リ シ ジ ミ 


Thecla orientalis var.? cognata Staudinger, 1892, in Romanoff, Mém. Lépid. 6: 152. 

Zephyrus orientalis: Staudinger & Rebel, 1901, Cat. Lepid. palaearct. Faunengeb. 1: 71; Seitz, 1910, in 
Seitz, Gross-Schmett. Erde 1: 269 (part. nec Murray, 1875). 

Thecla jezoensis : Seok & Asahina, 1940, Zephyrus 8: 162, figs (nec Matsumura, 1915). 

Favonius sp.: Murayama, 1958, New Ent. 7 (4): 6, figs 13-16, A. 

Favonius ussuriensis Murayama, 1960, Tyó Ga 11: 33; Murayama, 1963, 7o Ga 14: 48, figs 25, 26, 29, 
30, A, B, E; D'Abrera, 1993, Butterflies holarct. Region 3: 420, 421, figs. Syn. nov. 

Favonius latifasciatus ussuriensis : Fujioka, 1994, Butterflies (7): 16, figs 15-17, text-fig. 2: 6a. 

Neozephyrus ussuriensis vitjaz Dubatolov & Sergeev, 1982, Ent. Obozr. 61: 376, figs 7-11. Syn. nov. 

Favonius lativittatus Shir6zu, 1955, Shin- Konty& 8 (2): 28, nom. nud. 

Favonius latifasciatus Shirózu & Hayashi in Shir6zu, 1959, zn Inoue et al., Icon. Insect. Jap. Color. nat. 
1: 36, pl. 20, figs 5a-d; Shir6zu, 1966, in Shirózu & Kuroko, Common Butterlies and Moths of Japan 
in Color: 42, pl. 16, figs 5a-d; Fujioka, 1975, Butterflies of Japan: 116, pl. 63, figs 78-80, 87-96 ; 
Kawazoé & Wakabayashi, 1976, Coloured Illustrations of the Butterlies of Japan: 100, pl. 27, figs 4a- 
d; Inomata, 19796, Gekkan- Mushi (95) : 16. 

Favonius latifasciatus : Inomata, 1979a, Gekkan- Mushi (95): 13, figs 15a-d. 

Favonius latifasciatus Shirózu: Inomata & Ibuki, 1980, Gekkan- Mushi (109) : 7; Inomata, 1990, Keys to 
the Japanese Butterflies in Natural Color: 86, figs 585-590. 

Favonius latifasciatus latifasciatus : Fujioka, 1994, Butterflies (7): 15, text-fig. 2: 6d. 

Favonius latifasciatus ackeryi Fujioka, 1994, Butterflies (7): 16, fig. 18. 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


ヒロ オビ ミド リ シ ジ ミ の 学名 変更 175 











45. Thecla Orientalis Murr. (Diamantina Oberthür) お よび var.? Cognata Staudinger 


Oberthür IZ k > € diamantina と し て 記載 され た も の は , AREO MEK orientalis Murr. [オオ 
ミド リ シ ジ ミ ] と 全く 区 別 す る こと が で きず , その シノ ニム に すぎ な いも の と 思わ れる . [オオ ミド 
リ シ ジ ミ は ] アス コル ド 島 , ウラ ジオ スト ク , バラ ン 産 の 個体 を 私 が 検 し て お り , Fixsen は 朝鮮 半 
島 あ か ら の オオ ミド リ シ ジ ミ の メス を 記録 し , Leech も それ を 採集 し て いる 1. 


D Dorries が スー チャ ン 地 域 か ら も た らし た 11 ペア の 標本 は , 日 本 産 の 典型 的 な orientalis Murr. 
や これ と 完全 に 一 致す る アス コル ド 島 産 , バラ ン 産 , ウラ ジオ スト ク 産 の diamantina Oberthür と 
は あま り に も 違う の で , 私 は これ を var. cognata と 呼ぶ が , orientalis と は 別種 で あり , か つ 別 の 
形 の も の で ある 可能 性 も ある と 考え て いる . と いう の は , これ ら と ほとん ど 一 致す る ウス リー, 
Suifun, アス コル ド 島 産 の 3 頭 の オス が 私 の 手元 に あり , アス コル ド 島 産 で 完全 に 同種 と 考え られ 
る 4 頭 の メス も ある か ら だ . 後者 の メス は , orientalis と brillantinus [アイ ノミ ドリ シジミ ] OFF 
種 か も 知れ な いと 以前 思っ て いた . Cogzzg の オス を オオ ミド リ シ ジ ミ と 根本 的 に 区 別 す る 特徴 は , 
後 次 表面 外 紹 に ある 黒 帯 の 幅 が オオ ミド リ シ ジ ミ よ り 広 いこ と と , 後 超 前 縁 の 黒 が より 濃い こと だ 
け で ある . メス は 明る い 灰 色 で は な く て , 別に 色づけ の され た 強烈 な 灰 褐色 の 裏面 に よっ て 特に 区 
別 き れる . [Cogzz の メス の ] 表面 は , orientalis の メス と 全く 同じ で ある が , 当然 な が ら オ ス の 
場合 が そう で あっ た よう に , ここ で も 少し ば か り の 変容 は ある . 両者 [cognata と orientalis の メ 
A] Eb, と り わ け , 前 次 の 中 室 の 端 に ほとん どい つも 線 の よう に 繊細 に 見 えて いる 青 味 を 帯び た 
(淡い ) 紋 に よっ て 識別 きれる. その 後ろ に , cognata の メス の 個体 に よっ て は その 青色 が すっ か り 
WAL, 褐色 系 の 斑点 が 現われ る . 4 頭 の スー チャ ン 産 の メス に は メス アカ ミド リ シ ジ ミ の よう な 
褐色 の 班 点 が くっ きり と 浮か ん で いて , 2 つの 個体 で は それ に 加え て tavila [ミド リ シ ジ ミ ] の メス 
に よく ある よう に , 内 縁 の 前 と 中 室 に 青い 締 が と て も は っ きり と 現われ る . 私 の アス コル ド 島 産 の 
メス も , その よう な 青 績 で 黄色 の 斑点 が つき , か な り 特 徴 的 な も の で ある . 

裏面 か ら す る と , これ ら 4 頭 の スー チャ ン 産 と アス コル ド 島 産 の メス は , 他 の cognata の メス に 
全く 適合 し て いる の で , 私 は , これ ら を 当面 は cognata の 異形 と 見 な すこ と に する . 幅 の 広い 黒い 
外縁 を し た 典型 的 な 11 GAD cognata の オス の 他 に , Dorries は さら に 2 頭 の オス を も た らし た が , 
その 外縁 は (ほとん ど ) 典型 的 な orientalis と 同じ くら い 細 い . それ め ゆえ, cognata は orientalis と 
並ん で , 時 に は 稀 に , 時 に は か な り の 個体 数 あら われ る orientalis の 変体 で ある と いう の も あり 得 
な いこ と で は な いか も し れ な い . も っ と も , これ を 説明 する の は か な り 難 し く な る だ ろう が , WH 
れ に せよ , 生息 地 に お ける , また 飼育 に よる , 極め て 正確 な 観察 に よっ て の み , いずれ 光明 が 得 ら 
れる で あろ う . (渡辺 学 氏 と の 共 訳 ) 
m 

















Favonius cognatus (Staudinger) の 原 記載 の 訳 


Lectotype, @ (Fig. 1), here designated, labelled “Origin”, “Sutschan, 90. Dórr.", “v. Cognata Stgr. 
gg". Paralectotypes. 1@ (Fig. 2), labelled “Origin”, “Ussuri, Dörr. 82", 1 9 (Fig. 3), labelled 
“Origin”, *Askold, Dorr. 83", 1 (Fig. 6), labelled “Origin”, “Sutschan, 90 Dórr.", “Orientalis 
var.? Cognata Stgr. g. Gruenerpt”, 1 € (Fig. 4), labelled “Origin”, 1 ? (Fig. 5), labelled “Ori- 
gin", 1 € (Fig. 7), labelled “Origin”. 


Staudinger, 1892 に よる cognata の 原 記 載 の 和訳 は 別 揚 の 通り で ある が , これ か ら 分 か る よう に , 
cognata は 基本 的 に は Dorries i£ に よっ て も た ら さ れ た Sutschan (スー チャ ン テ パ ル チ ザ ンス ク ) E 
の 11 ペア の 標本 を も と に 命名 きれ, 〆 の 後 超 表面 外縁 の 黒 帯 が 幅広 いこ と , その 裏面 が 濃い 灰 褐 
色 で ある 点 で orientalis, オオ ミド リ シ ジ ミ と 区 別 さ れる こと が 述べ られ て いる . また , cognata は 
種 よ り 下 の ラン ク , “変種 ? (var?), で 提出 きれ て いる が , ウス リー, Suifun。 ア スコ ルド 島 産 の 
同様 の 標本 が あっ て , orientalis と 同 所 的 に 産出 する こと か ら , Staudinger は 別種 の 可能 性 を 述べ 
THY, Riley (1939) 以降 の 取扱 い 通 り 適 格 な 種 群 名 と し て 扱っ て 差し 支え を な いと 考え られ る . 


原 記載 か ら 判 断 す る と, syntypes は Sutschan 産 の 11 ペア の 他 に , ウス リー, Suifun, アス コル 
ド 島 の 各 1 ( 計 3⑦), アス コル ド 島 の 4 そ を 加え た 最大 14 ア 15〒 と 考え られ る が , フン ボル ト 
大 学 付属 自然 史 博 物 館 の Staudinger コレ クシ ョ ン に 見 い 出 され た の は , 初め に 記し た よう に 3〆4 
の 計 7 頭 で その ラベ ル か ら も これ ら は 正しく cognata の syntypes の 一 部 と 考え られ る . まな た, 
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残り の syntypes は 同 博物 館 以 外 に 散逸 し た も の が 個人 所 蔵 な ど で ヨ ー ロ ッ パ の どこ か に 実在 し て い 
る 可能 性 も 完全 に 否定 され た 訳 で は な い が , それ ら の 追跡 は 現状 で は きわ め て 困難 で ある . 


フン ボル ト 大 学 付属 自然 史 博 物 館 に 所 蔵 き れる syntypes の 各 標 本 は , Fig. 1 に 示し た も の が ヒロ オ 
ビ ミ ド リ シ ジ ミ , Figs2.3.45 は ジョ ウザ ン ミ ドリ シジミ , Figs6,7 は エン カイ オオ ミド リ シ ジ ミ 
(ホソ オビ ミド リ シ ジ ミ , オナ ガミ ドリ シジミ ) で ある が , lectotype は Sutschan 産 の 標本 (Figs 1, 
6) の 中 か ら 選 定 さ れる の が 最も 自然 で や あり, また , Staudinger は , cognata の 一 番 の 特徴 を 〆 後 次 
表 外 縁 の 黒 帯 が 幅広 いこ と と みな し て いた こと が 原 記載 か ら 判 断 で きる の で , @ Z lectotype に 指 
定 す る 方 が より 好ま し いと 思わ れる . Sutschan#O Fig. 60 の そ に つい て は , 原 記載 に 照ら し て も こ 
れ を lectotype に すべ きよ り 積 極 的 な 理由 が 見 い 出 せな い . CORR, Fig. 1 OM € lectotype に 指 
定 す る . この は, 今日 ヒロ オビ ミド リ シ ジ ミ の 名 称 で 呼ば れる 種 集団 に 属す る の で , ヒロ オビ ミ 
ドリ シジミ の 種 名 は 上 記 の よう に 変更 され , 同種 の 模式 産地 も ウス リー の Sutschan と な る . 


後述 の よう に , Riley (1939, 1940) は 大 英博 物 館 所 蔵 の cognata と 同定 され た 標本 を 調べ , 初め 
ultramarina の シノ ニム に (1939), 次 いで 独立 種 に (1940) し て いる の で , この 標本 は ある い は 
syntypes の 一 部 か と も 考え られ た が , 私 が 大 英博 物 館 で 調査 し た と き は , cognata の syntypes と 考 
えら れる よう な 標本 は な か っ た . Cognata と 同定 され た 標本 の 由来 は 不明 で ある が , 模式 系 列 と は 
無縁 と 思わ れる . 


Cognata の lectotype là, ヒロ オビ ミド リ シ ジ ミ の ウス リー・ 朝 鮮 半島 産 に 多い 斑紋 の 系 統 を 示す . 
日 本 産 と 比べ て 裏面 の 褐色 味 が や や 強く , 後 次 裏面 の 肛 角 紋 が 大 きい . 表面 は 青 味 が か る . この 系 
統 の も の は 村山 (1960) に より ussuriensis と 命名 され た も の と 同一 で ある . 日 本 か ら 記 載 き れ た 
latifasciatus と ussuriensis が 同種 か 否 か は な お 別 の 問題 と し て 残る が , FEM (1979a, 1979 ヵ , 1986) 
や 藤岡 (1994) の 取扱 い に 従っ て これ ら を 同一 種 と し た うえ で , 今日 区 分 きれ る 亜 種 を 整理 する と 
次 の 通り で ある . 


Favonius cognatus cognatus (Staudinger, 1892) 
— Favonius ussuriensis Murayama, 1960. 
= Favonius ussuriensis vitjaz (Dubatolov & Sergeev, 1982). 
ウス リー・ ア ムー ル ・ 朝 鮮 半 島 ・ 中 国 (吉林 省 ・ 湖 北 省 ). 
Favonius cognatus latifasciatus Shirózu & Hayashi, 1959, stat. nov. 
日 本 (本 州 西部 ). 
Favonius cognatus ackeryi Fujioka, 1994, stat. nov. 


中 国 (雲南 省 ). 


まだ た, ussuriensis Murayama に つい て は , D'Abrera (1993) で も その タイ プ の 扱い が 誤っ て 表示 さき 
れ て いる の で , その こと も 付記 し て お く . この タク ソン は , 初め 村山 (1958) に より 1 対 の 標本 を 
も と に Favonius SD. と し て 記載 され , 雌雄 の 標本 と 交尾 器 valva が 図示 され た . Ussuriensis の 
名 称 が 与え を られ た の は 2 年 後 の 村 山 (1960) に よっ て で ある が , そこ で は 記載 や タイ プ 標 本 の 指定 
は な され ず , 村山 (1958) の 記載 と 図 を 引用 する 形 を と っ て いる . 従っ て , ussuriensis の 模式 系 列 
は 雌雄 2 頭 の syntypes CHA. 沿海 州 の この 属 の 分 類 は 種 レ ベル で も まだ が 確定 し て いな い の で , Z 
Z に ussuriensis の lectotype を 指定 し , タイ プ に つい て の 今後 の 混乱 が 起き な いよ うに し て お き 
た い . Lectotype の (Fig.8), 村山 (1958) に 図 13,15 と し て 図示 され た 個体 (Ussuri, Kasakevitsch 
Coll., 1905). Paralectotype. 1 (Fig. 9), 村山 (1958) に 図 14, 16 と し て 図示 され た 個体 (デー タ は 
同じ ). いずれ も , 村山 修一 氏 が 所 蔵 ほ きれ る . な お , D'Abrera (1993) に 示さ れ た 3 個体 の 内 , 裏面 
の 図示 され た が lectotype, * 23 paralectotype で ある が , paratype (Ussuri) と し て 図示 され た 
ix, 恐らく 村山 (1963) が 原 記載 以後 に 入手 し た も の で , PERRI & IERTE A. 


—Jj, latifasciatus は 北 隆 館 の 原色 昆虫 大 図鑑 1 に 登場 し た の が 最初 で ある が , 模式 系 列 に つい て の 
情報 は 公表 きれ て いな いと 思わ れる . 大 陸 産 の 場合 と 違い , 同定 上 の 後々 の 問題 は 少な いと 考え ら 
れる が , ussuriensis と 同じ よう に lectotype を 指定 し て お きた い . Lectotype 7, 白水 (1959) の 第 
20 図版 , 5a に 示さ れ た 個体 . Paralectotypes. 1 の 2 $2, 白水 (1959) の 第 20 図版, 5b, 5c, 5d 
に 示さ れ た 個体 . 産地 は いずれ も 山口 県 佐渡 郡 長者 原 . 九州 大 学 に 所 蔵 さ れる . 


な お この 機会 に , 本 邦 産 の 近似 種 の タイ プ 標 本 に つい て の 情報 を 提供 し , 併せ て シノ ニ ミ ッ ク リス 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


ヒロ オビ ミド リ シ ジ ミ の 学名 変更 177 


ト も 掲げ て お きた い . Taxila お よび ultramarinus に つい て は , タイ プ の カラ ー 写 真 が 図示 され る 
の は 初め て で ある . 


Favonius taxila (Bremer, 1861) ジョ ウザ ン ミ ドリ シジミ 


Thecla taxila Bremer, 1861, Bull. sci. Acad. Sci. St. Pétersb. 3: 470. 

Neozephyrus (Favonius) taxila: Dubatolov & Sergeev, 1987, Nasekom ye, Kleshchi i Gel’mantry, 
Novosibirsk, Nauka Siberian dept:: 19. 

Favonius taxila: Inomata, 1987, Gekkan- Mushi (200): 7; Inomata, 1990, Keys to the Japanese Butterflies 
in Natural Color : 80, figs 558-560. 

Zephyrus taxila: Staudinger & Rebel, 1901, Cat. Lepid. palaearc. Faunengeb. 1: 71; Seitz, 1910, in Seitz, 
Gross- Schmett. Erde 1: 270 (part. nec Bremer, 1861). 

Zephyrus laxila v. ultramarina : Staudinger & Rebel, 1901, Cat. Lepid. palaearc. Faunengeb. 1: 71 (nec 
Fixsen, 1887). 

Zephyrus taxila ultramarina : Seitz, 1910, in Seitz, Gross- Schmett. Erde 1: 270 (nec Fixsen, 1887). 

Zephyrus jozanus Matsumura, 1915, Ent. Mag. Kyoto 1(2): 58,61, pl. 2, fig. 8; Gaede, 1932, in Seitz, 
Gross- Schmett. Erde 1 (Suppl): 243. 

Zephyrus jozana: Matsumura, 1931, 6000 illust. Insects Jaban- Empire : 573, figs. 

Zephyrus diamantinus : Esaki, 1935, Zephyrus 6: 53 (nec Oberthür, 1880). 

Thecla ultramarina: Riley, 1939, Novit. zool. 41: 357 (part. nec Fixsen, 1887). 

Thecla ultramarina f. jozanus : Riley, 1939, Novit. zool. 41: 357. 

Favonius ultramarinus : Sibatani & Ito, 1942, Tenthredo 3: 327, fig. 21 (part. nec Fixsen, 1887). 

Thecla cognata: Riley, 1940, Entomologist 73: 162 (nec Staudinger, 1892). 

Thecla cognata jozanus : Riley, 1940, Entomologist 13: 163. 

Ruralis orientalis hecalina Bryk, 1946, Ark. Zool. 38 (A) 3: 51. 

Favonius cognatus : Esaki, 1954, Konty& 21: 34; Shirózu, 1959, in Inoue et al., Icon. Insect. Jap. Color. 
nat. 1: 35, pl. 20, figs 3a-d ; Shirózu, 1966, zz Shirózu & Kuroko, Common Butterlies and Moths of 
Japan in Color: 41, pl. 16, figs 2a-d ; Fujioka, 1975, Butterflies of Japan : 117, pl. 63, figs 46-77, 81-86, 
pl. 64, figs 43-45 ; Kawazoé & Wakabayashi, 1976, Coloured Illustrations of the Butterlies of Japan : 
99, pl. 27, figs 2a-e (nec Staudinger, 1892). 

Favonius cognata jozanus : Esaki, 1954, Konty@ 21: 34. 

Thecla taxila var. aurorinus Oberthür, 1880, Etudes d'Ent. 5: 18. 

Favonius aurorinus : Inomata & Ibuki, 1980, Gekkan- Mushi (109) : 7. 

Zephyrus taxila ?aurorina : Stauinger & Rebel, 1901, Cat. Lepid. palaearc. Faunengeb. 1: 71 (nec Oberthür, 
1880). 

Zephyrus taxila ab. aurorina : Seitz, 1910, in Seitz, Gross- Schmett. Erde 1: 270 (part. nec Oberthür, 1880). 


Taxila の holotype ($) (Fig. 10) は , 既に Dubatolov & Sergeev (1987) が 述べ て いる よう に ジョ 
ウザ ン ミ ドリ シジミ で ある . 私 も 199 年 11 月 に サン クト ペ テ ル ス ブル グ 動 物 学 博物 館 を 訪れ る 機 
会 が あり , その 標本 を 実 見 し た が , 同じ 標本 箱 の 中 に は , 他 に メス アカ ミド リ シ ジ ミ smaragdinus 
Bremer, 1861 の @ lectotype と , “smaragdinus, paratype” と ラベ ル さ れ た オオ ミド リ シ ジ ミ の 〆 1 
頭 が , ミド リ シ ジ ミ 類 各種 の 普通 標本 と と も に 収納 され て いた . Dubatolov 氏 は , こう し た 各種 標 
本 が 入り 混じっ た 中 か ら taxila の holotype を 探し 出し , タイ プラ ベル を 付け た も の と 思わ れる . 


BER] (1994) が レニ ング ラー ド に ある taxila の タイ プ 標 本 に つい て , 「 オ オミ ドリ シジミ , メス アカ 
ミド リ シ ジ ミ , ジョ ウザ ン ミ ドリ シジミ の 3 種 の み の 混 合 で あっ た 」 と 述べ た 文章 は , Dubatolov 
氏 の 処理 し た 内 容 を 勘違い され た か , 早とちり され た も の の よう に 思わ れる . ちな み に , 同 博 物 館 
で laxila と し て 整理 , 収納 きれ て いた 普通 標本 は , 全て ミド リ シ ジ ミ Neozephyrus japonicus (Mur- 
ray, 1874) で あっ た . 


一 方 , laxila が 長らく ミド リ シ ジ ミ の 種 名 と し て 誤用 きれ た 原因 の ひと つ は , Leech (1893) 23Dip- 
sas japonica Murray, 1874 を Zephyrus taxila var. japonica と し て 解説 し た こと に ある . 一 方 ジョ ウ 
ザン ミド リ シ ジ ミ に 対し て は 松村 (1915) に より jozanus と し て 記載 され た 後 , diamantinus Ober- 
thür, 1880 (江崎 , 1935), ultramarina Fixsen, 1887 = cognata Staudinger, 1892 (Riley, 1939), 
cognata Staudinger, 1892 (Riley, 1940) な ど が 誤っ て 使わ ん れ て いた . Riley (1939, 1940) の cognata 
は , その よう に 同定 され た 大 英博 物 館 所 蔵 の 標本 に 依っ て いる が , その 同定 者 は 不明 で ある . な お , - 
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Figs 1-7. Syntypes of Favonius cognatus (Staudinger) in Coll. Museum für Naturkunde 
der Humboldt Universität, Berlin (a: upperside, b: underside, c: label (s). 1. 
Lectotype, の . 2. Paralectotype, @. 3. Paralectotype, の . 4. Paralectotype, $. 
5. Paralectotype, 〒. 6. Paralectotype, ?. 7. Paralectotype, 〒. 
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Figs 8-9. Syntypes of Favonius ussuriensis Murayama (a: upperside, b: underside). 8. 
Lectotype, の (b: after D’Abrera, 1993). 9. Paralectotype, $ (a: after D’Abrera, 
1993). 

Figs 10-12. Favonius taxila (Bremer). 10. Holotype, $, in Coll Zoological Institute, 
Academy of Sciences, St Petersburg (a: upperside, b: underside, c: labels) 11. 
Holotype illustrated in Bremer (1864). 12. ? illustrated in Bremer (1864). 

Figs 13-14. Favonius ultramarinus (Fixsen) (a: upperside, b: underside, c: labels). 13. 
Holotype, J, in Coll. Zoological Institute, Academy of Sciences. St Petersburg. 
14. @ illustrated as holotype by D’Abrera (1993), in Coll. The Natural History 
Museum, London. 

Fig. 15. Map of Korea showing Pung Tung (after Fisxen, 1887). 
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Bryk (1946) に よる Ruralis orientalis hecalina の タイ プ は , A 斑 の 小型 の そ で , 最近 , Wa- 
kabayashi (1986) に より ジョ ウザ ン ミ ドリ シジミ の シノ ニム と され た . 


また , aurorina Oberthür, 1880 に つい て , 大 英博 物 館 の 1 WA syntype tå, それ まで 考え られ て い 
た よう な アイ ノミ ドリ シジミ で は な く , ジョ ウザ ン ミ ドリ シジミ の A 斑 の 〒 キ で あっ た こと が 近年 明 
ら か に な っ て いる FFM, 1980). この 標本 は , Riley (1939) が “a type specimen" と 言及 し て いる 
も の と 思わ れる が , 本 種 の 原 記載 を 読む 限り ジョ ウザ ン ミ ドリ シジミ を 記載 し た も の と は 考え に く 
い 部 分 も ある (例え ば , 鮮やか な サフ ラン イエ ロー の A 斑 と , と き に B 斑 が 同時 に 存在 する 個体 が 
記述 され て いる こと な ど ). Aurorina の syntypes の 中 に は , 従っ て アイ ノミ ドリ シジミ も 含ま れ て 
いる 可能 性 が ある と 思わ れる が , Riley (1939) の 表示 を , 厳密 な 意味 で は 難し いと し て も 事実 上 の 
lectotype の 指定 と 看 散 せる な ら ば ぱ ば , 大 英博 物 館 の 1 頭 の syntypoe が ジョ ウザ ン ミ ドリ シジミ で 
あっ た 事実 を 尊重 し , ここ で は 猪 又 (1980) 以来 の 取り 扱い を 踏襲 し て お く . 


Favonius ultramarinus (Fixsen, 1887) ハヤ シミ ドリ シジミ 


Thecla taxila var. ultramarina Fixsen, 1887, in Romanoff, Mém. Lépid. 3: 278. 

Zephyrus taxila: Staudinger & Rebel, 1901, Cat. Lepid. palaerc. Faunengeb. 1: 71 (part. nec Bremer, 1861). 

Zephyrus taxila ultramarina : Seitz, 1910, in Seitz, Gross- Schmett. Erde 1: 270 (nec Fixsen, 1887). 

Thecla ultramarina: Riley, 1939, Novit. zool. 41: 357 (part. nec Fixsen, 1887). 

Thecla ultramarina : Riley, 1940, Entomologist 18: 162 (part. nec. Fixsen, 1887). 

Favonius ultramarinus : Sibatani & Ito, 1942, Tenthredo 3: 327 (part. nec Fixsen, 1887). 

Favonius ultramarinus : Esaki, 1954, Konty@ 21: 34; Fujioka, 1975, Butterflies of Japan: 115, pl. 64, fig. 
41, pl. 64, figs 46-77, pl. 65, fig. 94; Kawazoé & Wakabayashi, 1976, Coloured Illustrations of the 
Butterlies of Japan: 100, pl. 27, figs 3a-d ; Inomata, 1990, Keys to the Japanese Butterflies in Natural 
Color: 83, figs 576-584. 

Zephyrus orientalis: Esaki, 1935, Zephyrus 6: 51, pl. 5, fig. 7 (nec Murray, 1875). 

Ruralis orientalis chosenicola Bryk, 1946, Ark. Zool. 38 (A) 3: 51. 

Thecla jezoensis : Seok, 1942, Bull. nat. Hist. Soc. Kagoshima 1: 62 (nec Matsumura, 1915). 

Favonius hayashii Shirózu, 1951, Konty& 19: 61, pl. 5, figs 1-4. 

Favonius ultramarinus hayashii: Esaki, 1954, Konty& 21: 34; Shirózu, 1959, in Inoue et al., Icon. Insect. 
Jap. Color. nat. 1: 36, pl. 20, figs 6a-d ; Shir6zu, 1966, in Shirózu & Kuroko, Common Butterlies and 
Moths of Japan in Color : 42, pl. 16, figs 6a-d. 

Favonius hayashii borealis Murayama, 1953, Ty6 Ga 3: 20, figs. 


Thecla taxila var. ultramarina iX, 原 記載 か ら 判 断 し て 単 一 模式 (monotypy) に よる 命名 で あり , 
holotype (Fig.13) は サン クト ペ テ ル ス ブル グ 動 物 学 博 物 館 に 所 蔵 き まれ るみ で ある . D'Abrera 
(1993: 420,421) に より holotype と し て 図示 され た 大 英博 物 館 所 蔵 の ア (Fig. 14, with 7 labels as 
“Type”, “17.7.84 Herz, 25.4.85 Var. Ultramarina", “ex coll: Christoph. Pungtung Corea Herz, 
17.7.84", “Elwes Coll. 1902-85”, “Var. Fixs. Ultramarina", “T.G. H. 1955, 145", “d, Puoog, J 
1775") ix, 私 が 同 博物 館 で 調査 し た と き の 禁 本 と 同じ で , その デー タ は 17.7.84” と な っ て お り , 
原 記載 に 示さ れ た 標本 の デー タ (7. nh) POATE IA PT LISROd OCHS. また , 今 ま で 正 
確 に は 不明 だ っ た ultramarina の 模式 産地 は , その ラベ ル に 略記 され た 産地 “PgTg" と Fixsen 
(1887) の 地図 (Fig. 15) か ら Pungtung (大 韓 民国 江原 道 の 白石 山 山麓 (EFU?) で ある こと が 分 
か っ た . また , その 採集 者 は , Alfred Otto Herz (1852-1905) と いう ドイ ツ の 昆虫 学者 で ある こと 
b, その ラベ ル の “Herz” の 文字 か ら 判 断 で きる . な お , Bryk (1946) に よる Ruralis orientalis 
chosenicola (X, 最近 , Wakabayashi (1986) に より ultramarinus の シノ ニム と され た . 


Favonius jezoensis (Matsumura, 1915) エゾ ミド リ シ ジ ミ 


Zephyrus jezoensis Matsumura, 1915, Ent. Mag. Kyoto 1 (2) : 57, pl. 2, fig. 8; Matsumura, 1931, 6000 illust. 
Insects Jaban- Empire : 572, figs; Gaede, 1932, in Seitz, Gross-Schmett. Erde 1 (Suppl): 243. 

Thecla jezoensis : Sibatani, 1941, Zephyrus 9: 100. 

Favonius jezoensis : Sibatani & Ito, 1942, Tenthredo 3: 327; Shir6zu, 1959, in Inoue et al., Icon. Insect. 
Jap. Color. nat. 1: 36, pl. 20, figs 4a-d ; Shir6zu, 1966, in Shirózu & Kuroko, Common Butterlies and 
Moths of Japan in Color: 41, pl. 16, figs 3a-d ; Fujioka, 1975, Butterflies of Japan : 114, pl. 64, figs 1- 
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Tablel. A list showing the name changes in 6 species of Favonius and Neozephyrus. 


Present usage 


Bremer, 1861 
Murray, 1874 
Murray, 1875 
Staudinger, 1887 


Fixsen, 1887 
Staudinger, 1892 


Staudinger & 
Rebel, 1901 


Seitz, 1910 
Matsumura, 1915 
Matsumura, 1931 
Esaki, 1935 


Riley, 1939 
Riley, 1940 


Seok & 
Asahina, 1940 


Sibatani, 1941 


Sibatani & Ito, 
1942 


Shirózu, 1951 
Esaki, 1954 


Shirózu & 
Yamamoto, 1956 


Murayama, 1958 
Shirózu, 1959 


Murayama, 1960 
Murayama, 1963 


Fujioka, 1975 
Kawazoé & 


Wakabayashi, 1976 


Wakabayashi, 1976 
Inomata, 1979 


Inomata & Ibuki, 
1980 


Dubatolov & 
Sergeev, 1982 
Wakabayashi, 1986 

Dubatolov & 
Sergeev, 1987 

Inomata, 1990 

D'Abrera, 1993 


Fujioka, 1994 


F. taxila 


taxila 


jozanus 
jozanus 


diamantina 
= jozanus 
ultramarina 
f. jozanus 


cognata 
f. jozanus 


ultramarina 
— jozanus 


ultramarinus 
sspz jozanus 
ultramarinus 


cognatus 
ssp. jozanus 


cognatus 
= jozanus 


cognatus 
= jozanus 


cognatus 


cognatus 


aurorinus 
— cognatus 
= jozanus 


aurorinus 
= hecalina 
taxila 

= cognatus 
taxila 


taxila 

= aurorinus 
= cognatus 
= jozanus 


N. japonicus F. orientalis F. ultramarinus F. cognatus F. jezoensis 


japonicus 


taxila 
taxila 
tavila 
taxila 
taxila 


taxila 


taxila 


taxila 


taxila 
taxila 


japonicus 


japonicus 


orientalis 


orientalis 
= diamantina 


orientalis 
= diamantina 


orientalis 
= diamantina 


orientalis 
= diamantina 


orientalis 
orientalis 


orientalis 


orientalis 


orientalis 
orientalis 


orientalis 


orientalis 


orientalis 


orientalis 


orientalis 


orientalis 


orientalis 
= schischkini 
= primoriensis 


var. of taxila 


[orientalis] 


ssp. of taxila 


ultramarina 


ultramarina 


ultramarina 


[ultramarinus] 


hayashit 


ultramarinus 
= hayashit 


ultramarinus 
= hayashii 


ultramarinus 
= hayashii 


ultramarinus 


ultramarinus 


ultramarinus 
= chosenicola 


ultramarinus 


ultramarinus 


= hayashii 


ultramarinus 
= hayashit 
ssp. suffusa 


var. of 
orientalis 


[orientalis | 


[orientalis] 


[ultramarina] 
[cognata] 
jezoensis 
[ultramarina] 


ultramarina 


Sp. 
latifasciatus 


ussuriensis 


ussuriensis 
+ latifasciatus 


latifasciatus 
latifasciatus 


latifasciatus 
= ussuriensis 


ussuriensis 
vitjaz 


latifasciatus 
= ussuriensis 


latifasciatus 
= ussuriensis 


ussuriensis 
+ latifasciatus 


latifasciatus 


jezoensis 


jezoensis 


ssp. of ultramarina 


ssp. of ultramarina 


Jezoensis 
jezoensis 


jezoensis 


jezoensis 


jezoensis 


jezoensis 


jezoensis 


jezoensis 


jezoensis 


jezoensis 


jezoensis 


ssp. ussuriensis 


ssp. ackeryt 
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40, pl. 65, fig. 99; Kawazoe & Wakabayashi, 1976, Colouved Illustrations of the Butterlies of Japan: 
94, pl. 26, figs 4a-e ; Inomata, 1990, Keys to the Japanese Butterflies in Natural Color : 83, figs 570-575. 
Thecla ultramarina: Riley, 1939, Novit. zool. 41: 357 (part. nec Fixsen, 1887). 
Thecla ultramarina jezoensis : Riley, 1939, Novit. zool. 41: 357. 
Thecla ultramarina: Riley, 1940, Entomologist 73: 162 (part. nec Fixsen, 1887). 
Thecla ultramarina jezoensis : Riley, 1940, Entomologist 73: 163. 
Favonius jezoensis magnificans Murayama, 1953, Tyô Ga 4: 10, figs. 


Riley (1939) は 初め ultramarina— cognata と し て jezoensis を その 亜 種 と し た が , Fw zdvERT 
ELT ultramarina と cognata を 別種 と し , その 上 で 改め て jezoensis を ultramarina の 亜 種 と し た 
(Riley, 1940). 原 記載 以降 , 7zzoezszs を 正しく 独立 種 と 認め た の は , WE (1941) で ある . 
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Summary 


Syntypes (3 7 4 $, figs 1-7) of Thecla orientalis var. cognata Staudinger, 1892, were examined 
at Humboldt-Universitit Museum. They were a mixture of three Favonius species, and lecto- 
and paralectotypes were here designated carefully based on the original descritpion by Staudin- 
ger, 1892. Asa result, cognaía is not a synonym of Favonius taxila (Bremer, 1861), but a senior 
synonym of Favonius latifasciatus Shirózu and Hayashi, 1959 and Favonius ussuriensis Mur- 
ayama, 1960. 


In this paper, lectotypes of F. latifasciatus and F. ussuriensis were also designated (lectotype of 
F. latifasciatus: @ figured by Shirózu (1959) in PI. 20, Fig. 5a, Japan, Yamaguchi Pref., Chojaga- 
hara ; lectotype of F. ussuriensis: 9 figured by Murayama (1958) in Figs 13, 15, Ussuri). 
According to Fujioka's (1994) division of subspecies, these taxa are summarized as follows 
including his ssp. ackery:. 


Favonius cognatus cognatus (Staudinger, 1892), nom. rev. 
Favonius ussuriensis Murayama, 1960, syn. nov. 
Favonius ussuriensis vitjaz (Dubatolov & Sergeev, 1982), syn. nov. 
Ussuri, Amur, Korea, China (Jilin, Hubei). 
Favonius cognatus latifasciatus Shirózu & Hayashi, 1959, stat. nov. 
Japan (westen part of Honshu). 
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Favonius cognatus ackeryi Fujioka, 1994, stat. nov. 
China (Yunnan). 


In this paper, the holotype of Thecla taxila var. ultramarina Fixsen, 1887, was also shown. 
D'Abrera (1993) illustrated a male housed in The Natural History Museum, London (BMNH), 
as holotype, but the BMNH male is not true holotype because the collecting date (July 17) does 
not match that (July 7) stated in the original descritpion by Fixsen (1887). True holotype is a 
male (Fig. 13) kept in the collection of St. Petersburg Museum. The type locality of ultramarina 
has so far been unknown exactly, and it is now clarified as Pungtung based on the label 
expression abbreviated as “PgTg”. 
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